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大会準備委員会委員長 平 林 民 雄 

ここ数日の気温の 激しい変動が 我々の準備委員会をせき 立てているように 感じていま 

す 。 準備は着々と 進んでおりますが、 会員の方々全員が 申し込みを正しくやって 頂くこと 

が如何に運営事務を 円滑にするものかを 痛感しております。 

今大会には 300 題近くの申し 込みを頂きました。 発表者に満足していただくために 個々 

0 発表時間は短くしない、 多くの口演を 聴けるように 会場数を増やさない、 あ まり移動し 

なくても良いように 関連内容は纏める、 などの点を配慮しながら、 口演とポスタ 一発表に 

分けることは 楽しそうで案覚苦しい 仕事です。 また今大会では 動物学と植物学の 更なる 敵 

合を願って、 植物分野の方々にも 発生生物学会に 関心を持って 頂くべく、 植物の発生を 、 ン 

ンポジウムの 主題に据えました。 植物学分野の 研究者は勿論、 非常に多い動物学分野の 研 

究者もたとえ 我慢してでも「お 勉強」と思って 絶対に参加していただきたいと 思います。 

なお、 今回は本大会のホームページを 開きました。 アドレスは http://www.biol.tsukuba   

ac.JP/maru Ⅱ SDB/ です。 大会日程、 プロバラム、 シンポジウムの 案内などがご 覧になれま 

す 。 ご希望の方は 講演要旨を電子メールで 送って頂ければ 掲載致します。 詳細はホームペ 

ージを参照して 下さい。 また筑波大学周辺の 宿泊、 交通、 食事処などの 情報を提供してい 

る ぺ ー ジも紹介しています。 このホームページ 開設ははじめての 試みですので 試行錯誤の 

部分が多 い かと思いますが、 ご利用頂ければ 幸 い です。 大会の頃 には大学構内は 緑に包ま 

れた素晴らしい 光景になると 思われます。 大会の前後には 是非とも構内を 散策していただ 

き、 まだ成長途上にあ る筑波大学を 見ていただきたいと 存じます。 

葉 

星 元紀 

昨年末、 DGD 編集主幹を嶋田 拓 先生に引き継ぎました。 本来ですと、 「 DGD 編集 

主幹を退任するに 当たって」という 小文が、 新主幹のご挨拶とともに 本誌前号に載るべき 

なのですが、 すでに手掛けていた 原稿は最後まで 私がお世話するということになりました 

ため、 昨年末の時点ではご 挨拶をずる気分になれませんでした。 ようやく、 ほぼ総ての原 

稿に見通しが 立ち、 遅れ馳せながら 会員の皆様にお 礼のご挨拶を 申し上げる次第です。 

任期中の 3 年間は、 DGD にとってはあ る種の変革 期 でもあ りました。 編集主幹となる 
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に 当たって 、 先ず編集委員の 数を増やすとともに AssociateEditors,AdvisoryBoard を設け 

ましたが、 AdvisoryBoard には内外の著名な 方に参加をお 願いし、 お知恵を拝借するとと 

もに、 まことに失礼ながらあ る種の宣伝効果を 期待させていただきました。 一方、 学会の 

英断により DGD の製作・販売を BIackwellSci. 社に委託する 方針が既に固まっておりま 

したので、 移行に当たっていかに 混乱を少なくするかというのが 当面の大きな 課題でした。 

BlackwellSci. 社への委託第一号であ る 3 7 巻 1 号の出版には、 大きな期待を 寄せましたが、 

配布が大幅に 遅れたり、 写真印刷の質が 低下したりといった 事態となり、 いささか出鼻を 

挫かれる結果となりました。 この ょ うな混乱もあ りましたが、 学会の経済的負担は 相当に 

軽減され、 翌 3 8 巻からは表紙写真のカラー 化とカラ一図版印刷費の 一部学会負担、 3 9 

巻からは表紙デザインの 一新と表紙写真の 大判化などが 可能になりました。 嬉しいことに 

原著論文の投稿数はこの 3 年間で約 4 5% 増加しましたが、 その結果、 採択決定までの 時 

間をいくら短縮しても、 その後出版までの 待ち時間が伸びてしまい、 投稿から出版までの 

時間は逆にむしろ 遅れ気味となっております。 この点を改善するために、 田 ackwellSci. 社 

の好意に よ り無償で年間出版負数を 増やしましたが、 未だ十分ではなく 問題を今後に 残し 

てしまいました。 

この 3 年間はまた、 電子メディア 、 特に電子メールが 爆発的に普及した 時でもあ りまし 

た 。 電子メールは 著者や審査員との 通信に活用させてもらいましたが、 特に国外の方との 

通信時間・経費の 節減には劇的ともいえる 効果があ りました。 また、 採択後フロッピ ーを 

送っていただくことにしましたが、 製作・印刷業務も 相当に軽減された 筈です。 そろそろ、 

電子出版の準備も 必要ではないかと 思っております。 

お 蔭 さまで 3 年間の任期を 、 よろけながらも 何とか全うすることが 出来ました。 これも 

江口吾朗、 岡田 益 古画学会長をはじめとする 役員・会員諸氏の 暖かいご援助の 賜物と心よ 

り感謝いたしております。 特に 、 ご 投稿いただきました 方々、 審査をお願いしました 方々   

編集委員ならびに 学会運営委員の 皆様には、 心ならずも無理なことや 随分と失礼なことを 

多々申し上げました。 この場を借りてお 詫び申し上げます。 正直なところ、 この 3 年間は 

かなり緊張を 強いられる日々でもあ りましたが、 学問の進歩と 学会の発展におよばずなが 

らも益するところがあ るのだと信じておりました。 さて、 本当にそうであ ったのかどうか。 

この点は 、 仝後のご批判に 待ちたいと思います。 編集主幹退任のご 挨拶を終えるに 際し、 

この間、 黙々と献身的に 事務を処理し 続けてくれた 清水美智恵 氏 に感謝の意を 表したいと 

思います。 
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所 壬ル 笏 目 東京大学駒場キャンパス t5 号館第一会議室 

出席者     岡田 益吉 会長、 相沢慎一、 浅 島誠 ( 幹事長兼運営委員 ) 、 上野直人、 片桐千明、 

黒岩尾、 近藤芳人、 嶋田 拓 、 固まりな、 中江愚夫、 仲村巷 和 、 西田宏 記 、 平林民雄 

( 次回大会委員長 ) 、 福井 彰雅 ( 会計幹事 ) 、 松田良一 ( 庶務幹事 ) 

会長の挨拶 ( 岡田会長 ) に引き続き、 以下の報告と 審議に入った。 

  選挙結果報告。 サーキュラー 85 号参照。 

  学会事務センタ 一の発生生物学会担当者が 唐沢静子さんから 伊藤宏治さんに 交代し 

た。 それ故、 学会事務センタ 一に問い合わせる 時は、 伊藤さんにして 下さい。 

  会費未納者の 取り扱いについて。 在外会員のうち 10 年間の会費未納者 3 名を除名する 

ことにした。 国内の会員は 2 年間以上会費を 滞納すると自動的に 除名することは 既に、 

前回の大会で 承認されている。 外国人についても 同様の取り扱いとして 差し支えない 

ことを改めて 確認、 した。 

  ISOH の次回大会について、 サーキュラー 85 号に載せているので、 多くの会員が 参加 

して欲しい。 また、 大会木部に出来るだけ 会員に案内「 CallforAbstract 」を送っても 

らうように依頼した。 

  各種財団から 研究助成が来ているので、 推薦を希望する 方は締切の 1 ケ 月前までに事 

務局に届けて 下さい。 

( 松田庶務幹事 ) 

  平成 8 年 t2 月 20 日現在の会員数は 正会員 959 名、 学生会員 270 名、 賛助会員 11 

名、 合計 1,240 名であ る。 

  サーキュラー 83 一 85 号 (122 頁 ) を発行した。 

  会員名簿を 6 月に発行した。 ファックス番号と E-maiI address を新たに加えた。 会員各 

位の迅速なご 協力に感謝いたします。 その際、 一部入力ミスにより 会員にご迷惑をお 

かけしたことお 詫びを申し上げます。 

  人力ミスの修正介および 新人会員と変更のあ った会員分の 名簿を 12 月に追加した。 

  サーキュラ ー M4 号に述べたとおり、 4 年以上の会費未払い 者 72 名のうち、 会費を全額 

支払った会員数名を 除き、 全員を除名とした。 なお、 京都大会で研究発表した 時点で 
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末人会者が 20 名いたが、 そのうち 7 名は今現在、 未入会のままであ る。 彼らは院生で 

あ るケースが多いので、 特に連名で発表した 指導教官に会費を 至急納入するように 指 

導し 、 注意して貰 うよう 連絡する。 

  1996 年の決算および、 1997 年度の予算案が 示された。 

  テレホンカードが 関係者のご協力で 完売したのを 契機に、 特別会計にあ った DGD 基 

金は一般会計に 組み込み、 特別会計を廃止した。 

  MIMOS 会議 ( orphogenesis  and  Substratum 会議 )  の事務局 ( 西山一朗 

会員 ) から 65.485 円の寄付があ り、 お礼を申し上げた。 

( 嶋 磯編鐘 嚢幹 ) 

  96 年度の実績は 別表の通り。 

  次第に採択から 印刷まで時間がかかるようになってきた。 現行の隔月発行を 毎月にす 

るか、 総 ぺージ数を大幅に 増やすか検討中であ る。 論文 1 本あ たりのぺージ 数をでき 

るだけ少なくするよう 投稿者にお願いするのも 一つの解決策であ る。 

  カラーぺージ 代が高いので、 投稿者の負担が 大きい。 

これらの件につき、 その解決策を BlackwelH 社と交渉している。 また、 学会としてもど 

こまで負担が 可能かについても、 カラーを入れる 方向で検討していくことにした。 

  Blackwell 社から投稿者にリプリント 代の請求書がリプリントが 届く前に来るが、 リプ 

リント到着後に 送金しても問題がないので、 そのように対応して 欲しい。 この件につ 

いては、 問題がないことを 再度、 Blackwel@ に確認する。 

  Associateeditor 制をなくし、 学問分野や研究材料などの 視点から 8 人の E,ditoni 制 とし 

た   

ditonialboard を何人か入れ 替えて、 新しく国内外の U4 名で構成することにした。 

  Advisaryboard に江口吾朗、 片桐千明、 岡田 益吉 会員の他に N.LeDouarin 氏を加えて、 

国内外の 16 名で構成することにした。 

  Subscription 偽 e ( 外国向け販売用 ) に個人購読者価格を 設定することを Blackwell 社 と 

協議する。 

  DGD が医学関係のユーザーが 多 い Medllne にのった。 

  DGD の著作権 に関する書類は 編集委員会ではなく、 事務局で扱う。 

本年 長 ) 

  準備は順調に 進んでいる。 シンポジウムを「植物の 発生」をテーマに 企画している。 

  ワークショップは 4 つ行う予定であ るので、 積極的に企画して 欲しい。 
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  要旨葉を 1 頁あ たり、 A4 版で 2 題掲載することにした。 

  発表時間は m2 分プラス討論 3 分の計 15 分間とし、 少し発表討論時間を 長くした。 

轟   

，平成 10 年 5 月 28 日 ( 木 ) 一 30 日 ( 土 ) の 3 日間、 熊本市の産業文化会館にて 開催の予定。 

審議 

(1) ( 社 ) 不動物学会が 提案しているガイアリスト 2 Ⅰ計画について 審議し、 日本発生生物学 

会もこれに賛同することにした。 

(2) 第 17 期日本学術会議会員候補者および、 推薦人の候補者について。 

日本学術会議会員推薦管理会 ( 委員長、 近藤次郎 ) ょ り、 本学会に対し 第 17 日本学術 

会議会員候補者および、 推薦人の候補者の 届け出の依頼があ った。 これについて 審議 

し 、 日本学術会議会員候補者に 東工大の星元紀会員を 推薦することが 承認、 された。 ま 

た、 推薦 人 および推薦 人 予備者には 浅島誠 会員、 岡田 益吉 会員 ( その後、 都合に よ り 

八杉貞夫会員に 変更 ) をそれぞれ選出した。 

(3) 本学会の運営委員選挙における 次点者が同票の 場合の取り扱いについて 審議し、 年余 

の 君 の順とすることが 提案され、 承認された。 

は ) 発生生物学会の 大会の在り方について 議論があ り、 学会としては 原則的には開催板ま 

たは大会委員会に 一任するが、 大会要旨集の 体裁については、 内容的に充実した 抄録 

提出を発表者に 義務づける方が 良い、 また、 あ まり会場数を 多くしないで、 充分討議 

ができるように 工夫して欲しい、 ・などの意見が 出された。 しかしながら、 現実的には 

演題 数 が年々多くなり、 要旨 集が 厚くなってきているので、 一概に結論づけることは 

できないが、 発生生物学会の 良き伝統を配慮して 計画して下さるよう、 その都度、 運 

営委員長から 大会実行委員会に 伝達する。 

(5) 恒例の「 10 年ごとの反省」を 来年の熊本大会で 行 う 際の責任者について 審議し、 浅島 

幹事長にお願いすることで 合意した。 

(6) 来年 (1998 年 1 月 ) 以降の事務局を 東京都立大学の 八杉貞雄会員にお 願いすることで、 

合意した。 

(7) 1997 年度の会計監査委員は 筑波大学の高橋姉保子会員と 三菱化学生命研の 富樫 仲 会員 

にお願いすることで 合意した。 

以上 ( 記録、 庶務幹事 松田臭 ゴ 
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集委 ぉ知 

日時 : 平成 9 年 5 月 2f 日明 )  午後 2 時 一 4 時 

場所 : 筑波大学大学会館 3 F 第 3 会議室 

運 お 

日時 : 平成 9 年 5 月 26 日 ( 月 )  午後 4 時 一 6 時 

場所 : 筑波大学大学会館 3 F 第 3 会議室 

年 」 助 

幹事長 伐 島 誠 

今年の 1 月に開催された 日本発生生物学会の 運営委員会において、 岡田 益吉 会長から 

「来年、 熊本で開催される 大会は、 この日本発生生物学会の 設立時の申し 合わせに よ り、 

10 年 目の反省の年にあ たるので、 学会としても 今からこの課題について 対応したい。 」 旨 

0 発言があ りました。 そこで運営委員会で 審議した結果、 この課題のとりまとめの 検討委 

員会の責任をおおせっかりました。 私は微力であ りますので、 その任に適当かどうかわか 

りませんが、 引き受けることにしました。 その 折 、 どのような反省をするのかについて 少 

し 議論があ り、 相沢委員が今、 多く行っている 他学会も含めての「アンケート 方式」では 

すでに解答が 決まっているようなので、 実質的なものを 今回、 考えた方がよいのではない 

かという提案があ りました。 そこで相沢先生にも 是非、 この検討委員会に 加わってもらい、 

「 10 年目の反省に 向けて」の検討を 開始することになりました。 現在の発生生物学会は、 

科研費の審査の 分類でもわかるように、 複合領域に入っており、 理学、 医学、 農学、 薬学、 

教育学、 歯学、 工学系など、 様々な分野の 人達によって 研究されており、 また、 官、 民の 

枠を超えて研究者は 急速に増えています。 このような現状は 研究者が発表するジャーナル 

にも大きな変化を 及ぼし、 学会の機関英文 話 Development,Growth 磁 Di ℡ rentiation の投稿数 

の増加と内容の 変化にも見られます。 国外に目を転ずれば、 実験発生学を 創設し 、 常にこ 

0  分野をリードしてきた Roux.s  Arch.DeveIop. 団 01 。 はついに時代の 変化の対応にせきられ 

て、 Roux  の名前がなくなり DevelopmentGenes  and  Evolution  と名称を変えましたし、 

Development,Gene  &  Development 、 Mechanissm  ofDevelopment 、 Develop. 酎 0l. などもその内 

容 と質も変化させています。 このようにしてみると、 この 10 年間で生命科学の 中における 

発生生物学の 発展は、 国内外ともに 非常に大きなものがあ ったのではないかと 思います。 
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ただし一方でこのような、 流れが大きくなればなるほど、 本当にこのままでよいのかといっ 

た反省が強くなっているのも 事実です。 特に日本で育ってきた 素晴らしい研究の 流れが止 

まったり、 消えたりしているのも 現実で、 これでよいのかとの 反省も多くあ ります。 遺伝 

子の解析が中心となっているような 流れが本当に 発生生物学の 中心課題への 解決に向かっ 

ているのだろうか。 研究環境の改善や 研究材料の拡大など 多くの問題が 残されています。 

今回は下記のような 事柄について 考えてみようかと 思っていますが、 会員の皆様方にも 是 

非 、 この際、 検討すべき課題があ ればお知らせ い ただければ幸甚です。 

検討課題 ( 仮 ) 

釆 これはたたき 台の課題の例で、 あ くまで参考と 思って下さい。 むしろ会員の 方から検討 

課題案を提出していただけると 有り難いです。 

1. 学会の運営と 組織のあ り方 

2. 大会のあ り方 

3. 学会と社会とのつながりについて 

4. 日本の発生生物学の 現状と課題 

5. 世界の発生生物学の 現状と課題 

6. これからの発生生物学はどこにゆくのか 

(1) 今の遺伝子解析を 主としたテクノロジ 一の流れに先が 見えてきたか 

(2) 限られた生物種を 使った分子発生生物学から 多様性の発生生物学への 展開か 

(3) 残された大きな 発生生物学の 課題とは 

7. 会員間のコミュニケーションのあ り方 

DGD 、 サーキュラー、 シンポジウムのあ り方 

8. 研究環境の改善と 研究費の確保について 

9. その他 

これらの検討課題についての 御意見や、 追加すべき課題などあ りましたら、 事務局へ連 

絡下さい。 運営委員会でも 検討したいと 思っています。 会員の皆様方の 御意見をお待ちし 

ています。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

「 10 年目の反省に 向けて」 

検討委員会委員長 浅島 誠 

〒 153  東京都目黒区駒場 3-8 Ⅱ 

東京大学大学院総合文化研究科 

広域科学専攻生命環境科学系 

Tel ， 03-5454-6632 

Fax ・ 03-5454-4330 

e-mail:@cmasa@komaba ・ ecc ， u-tokyo ， ac ， jp 



国際 

京都大学では、 毎年「 InternationalKyoto  L 歴 Sc 跨 nce  Symposium 」を開催しております。 

このシリーズは、 利根川進 IT 教授 ( 京都大学客員教授 ) の発案に よ り創設され、 毎年 異 

なったテ - マの下に先鋭的な 研究者が一同に 会し、 その分野における 最近の話題を 議論す 

るものです。 今秋、 「発生」をテーマとして、 第 4 回シンポジウムを 以下のように 開催し 

it 。 

Br ・ lH@:@Development@and@organization@of@Complex@Multicellular@Systems 

日日 寺     1997 年 m1 月 6-7 日 

場所     京都国際会議場 

予定講演者 :  憲 chafdAXel(CoIumbiaUniv) 

Cori@Bargmann@(Univ@California ， San@Francisco) 

Sean@Carroll@(Univ@Wisconsin) 

John； ・ Flanagan・ 

Corey@S ， Goodman@(Univ@California ， Berkeley) 

Yuh@Nung@Jan@(Univ@California ， San@Francisco) 

cMahon・ 

Christiane@Nusslein-Volhart@(Max@Planck@Institut) 

Norbert@Perrimon(Harvard@Univ) 

susumuTonegawa( 

影山龍一郎 ( 京都大 ) 

廣川 信隆 ( 東京大 ) 

堀田 凱樹 ( 東京大 ) 

西田 栄介 ( 京都大 ) 

野田 日日日昔 ( 基生研 ) 

佐藤 雑行 ( 京都大 ) 

同日恭一郎 ( 京都大 ) 

細胞生物学的な 問題から、 胚のパターン 形成、 脳の高次機能形成に 至るまで、 発生生物 

学会における 通常のトピックスの 枠を越えて、 より幅広い見地から「体の 形成のしくみ」 

について討論する 予定です。 皆様のご参加をお 待ちします。 とくに、 学部学生、 大学院 学 

生を含めた若 い 方々の参加を 歓迎します。 当日の参加は 自由ですが、 整理の都合上、 以下 
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の事務局にあ らかじめ参加申込をしていただく 予定です。 より詰み f については、 後日サー 

キュラー、 ポスタ一などによりお 知らします。 なお、 本 シンポジウムは、 文部省 新 プロバ 

ラム方式による 研究「発生・ 形態形成の個体レベルにおける 分子生物学的研究」 班 との 共 

催 により行うものですが、 その前日 (11 月 5 日 ) には、 本 班の公開シンポジウムも 行う予 

定です。 これについても、 後日サーキュラー、 ポスタ一にて 詳細をお知らせしますので、 

併せてご参加いただければ 幸いです。 

本 シンポジウムの 開催責任者 : 竹市 雅俊 ( 京都大学大学院理学研究科生物科学専攻 ) 

電話 075-753-4196, Fax075-753-4197 

事務局 : インターナショナル 京都ライフサイエンスシンポジウム 事務局 

〒 606 京都市左京区吉田河原町 14  近畿地方発明センター ( 株 ) コングレ 内 

TO 075-752-0888 ， Fax・ 

務 幹事 お ぉ知 

昨年 6 月と 12 月にお送りした 会員名簿とその 追加訂正服めどちらにも 記載されていない 

会員が数名おられることが 判明いたしました。 ご 迷惑をおかけしましたことをお 詫びいた 

します。 その方々とその 後の新人会員の 方々の分をまとめて 再 追加 版 としてこのサーキュ 

ラー 86 号にはさみ込みましたので、 あ かせてご活用下さい。 

( 庶務幹事・ 松田良一 ) 
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( 第 9 回加藤記念海外派遣助成募集要項 コ 

    助成対象者 : 1997 年 4 月 1 日から lQQW 年 3 月 31 日の期間に海外で 開催されるバイ 

オ サイエンス分野の 学会、 シンポジウム 等で研究発表を 行 う 研究者 

2 。 申込資格 : 応募締切目 に 35 才以下の方 (T@,LE@ 学 系の大学卒業者は 37 才以下の方 ) 

3 。 助成内容 : 所要 経 

4. 助成金額 : 総額 740 万円 

5. 援助件数 :30 件程度 ( 前期 ; 21 件程度、 後期 ; 9 件程度 ) 

6. 応募方法 : 当 財団所定の申請用紙に 必要事項を記入の 上、 当財団に直接申し 込む 

の期間に発表される 方は、 1997 年 5 月 31 日 

②後期 れ 0/1 ～翌年 3/31 の期間に発表 れる方は、 1997 年 8 月 31 日 

8. 審査方法 : 当 財団の選考 員 による審査の 上、 理事長および 評議員会 

得 で決定 

9. 申請書の請求先および 送付 先 : 下記あ て「はが たは「ファクシミリ」にて 

ご 請求ください 

連絡先 : ( 財 ) 加藤記念バイオ サ イェンス研究振興財団 

194 東京都町田市旭町 3-6-6 

    0427-125-2576 

FAX      0427-12 ㌻ 8614 

担当 : 古柳 信子 
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1. 助成の対 

2. 助成の内容 

      
- 農 茂 動物 

平成 9 年度研究助成 

に 対し、 助成金 

    約 3 0 0 

  件 にっき 1 0 0 万円以下とする。 

助成金は、 備品、 消耗品、 謝礼、 国内焔 

にも使用することがで 

所定の研究助成 下記事務局に 直 項を記入して、 項を記入して、 

下記事務局に 直 

申込 ダ切 : 平成 9 年 7 月 18 日 ( 金 ) 必着。 

封筒 (B 5 版 ) 

公益信託 成茂 動物科学振興基金 

京都千代田区丸の 内 1 Ⅱ -5 

三菱信託銀行本店営 

公益信託推進室 担当 小林 
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婁 学会の推薦を 必要とする場合には、 この締切の 1 ケ 月前に学会内で 選考のため締切りますので 御注意下さい。 

的な動物科学の 研究 

往者の承諾を 得てい 
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貫名 

内藤記念 
科学振興 
賞 

プレイン 

サイェン 

ス財団研 
究助成 

塚原伸晃 
記念賞 

三菱財団 
自然科学 
研究助成 

山田科学 
振興財団 
研究援助 

笹川科学 
研究奨励 
助成 

林女性自 
然科学者 
研究助成 

  

03-3273-2565 

東京都中央区八重洲 
2-6-20 

06-757-3311@ ext428 

東京都港区虎ノ 門 1 

03-3277-7497 

103 

東京都中央区日本橋 
室町 2-1-1 
三井信託銀行内 年額 2 ㏄ 万   円 ( ポスト ), 

1 ㏄万円 ( プ 

東京都渋谷区猿楽 

03-3330- 蝕め 

受賞資格 

人類の健康に 関する自然科学の 基 
研究、 とくに健康増進、 疾病の治 
と予防に功績をあ げた研究者。 

プレインサイェンス 研究分野 ( 脳神 
経に関する自然科学的研究をすべて 
含む研究領域 ) において、 独創的で 
国際的評価に 値する研究者。 なるべ 
く若い者、 単独、 または共同研究も 
可 。 

生命科学の分野において 優れた独創 
的 研究を行っている 45 歳以下の研究   者。 

自然科学の基礎分野における 独創 
的、 かっ先駆的研究に 対し助成。 

約 分野における 重要 
かつ独創的な 研究、 とくに学際的色 
彩を持つ研究に 従事する個人または 
グループに対し 助成。 i0 件 以内。 

人文・社会および 自然科学 ( 医学を 
除く ) または境界領域に 関して、 萌 
芽性、 独創性または 新規性の強い 内 
容で、 1 年以内で成果が 期待される 
研究に助成。 継続研究も可。 35 歳以 
下。 

化学一般並びに 化学に関連あ る物理 
学・生物学の 分野で基礎研究に 従事 
する女性研究者およびグループ。 
同上研究者の 研究発表または 共同研 
究 のための海外渡航。 

同上研究者で 常勤的 職は ついていな 
い 博士号を有する 者 ( ポストド ク ) 
または博士号をめざす 者 ( プレ ド 

ク ) 

な 業績を挙げた 者 ( ただし締切目 顔 

在 満 5[c 才 未満 ) 。 

自然科学の分野で 顕著な業績をおさ 
めた女性科学者 ( ただし推薦締切目 
での時点で 50 歳未満 ) 。 
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く ノ 
異 動 

( 所属 ) ( 住所 ) ( ①テーマ、 ②材料 ) 

黒谷 明美 文部省宇宙科学研究所 〒 229 相模原市田野白 ①宇宙における 動物の初期発生 

宇宙基地利用研究セン 3 一 1 一 1 ②アカハライモリ、 ニホンアマガ   

タ一 エル 

町田 泰則 名古屋大学大学院理学 〒 464-01 名古屋市千種区 不 ①シロイズナズナの 発生 

研究科生命理学 老脚 

鈴木 徹 水産庁養殖研究所栄養                 三重県度会郡南勢 

代謝部 町中津 浜浦 422 一 1 

大 股 正司 理化学研究所フロンテ                 和光市広沢 2 一 1 

ノ ア研究推進部 

八木 菟 将 国立遺伝学研究所 無 セ 〒 411 三島市谷田 mll1 

キツイ動物保存研究室 
池田 正明 埼玉医科大学第一生理 〒 SRO-04 埼玉県入間郡手目 ①脳の発生・ 分化・可塑性 

Lu 町 辛目本郷 ②ラット、 マウス 

鈴木 二 美枝 千葉大学医学部第二 解 〒 260 千葉市中央区 亥 ①精子形成、 受精 

剖口 1 一 8 一 Ⅰ ②ラット、 マウス等 

前川 眞 兄子 千葉大学医学部第二 解 〒 260  千葉市中央区 亥 ①精子形成 

剖 1 一 8 一 1 ②マウス、 ラット等 

外山 芳郎 干葉大学医学部第二 解 〒 260  千葉市中央区 亥 ①生殖生物学 

リ 立臼 Ⅰ 一 8 一 1 ②マウス、 ラット、 ブタ、 ヒト 

湯浅 茂樹 千葉大学医学部第二 解 〒 260 干葉市中央区 亥 ①生殖細胞の 発生、 分化、 中枢神 

Ⅰ 上口 1 一 8 一 1 経の発生機構 ( 細胞移動、 ニュ 

ーロングリア 相互作用 ) 

②マウス、 ラット 

高橋 弘樹京都大学大学院理学研 〒㏄ 6  京都市左京区北白川 ①ホヤ胚の背素形成に 関する 遺 Ⅰ豆 

先料動物学教室生物分 追分町 子 カスケードの 解析 

子 発生学研究室 ②マボヤ 

㈱吉木朋美東北大学加齢医学研究 〒 980-77 仙台市青葉区皇陵 ①マウス PGC の起源について 

所分子発生研究分野 町 4 一 1 ②マウス 

㈱山本 論 山口大学大学院理学研 〒 753  山口市大字吉田 ①両生類卵の 細胞周期の分子機構 

究科生物学 1677 一 1 の 研究 

②アカハライモリ 

㈲藤本晃久 三菱化学生命科研究バ 〒 194  町田市南大谷 11 ①哺乳類卵の 減数分裂制御機構 
ルーフ。 Z ②マウス 

㈲川辺祥子 三菱化学生命科研究 グ 〒 194  町田市南大谷 11 ①マウス卵の 減数分裂制御機構 

ル - フ 。 Z ②マウス 

㈲二階堂昌孝名古屋大学理学部分子                 名古屋市千種区不 ① セ キツイ動物初期発生における 

生物学科分子第五講座 老脚 パターン形成機構の 解析 

②ゼブラフィッシュ 

北島 健二 三菱生命科学研究所 グ 〒 194  町田市南大谷 11 ① jumo 血 遺伝子の生体内での 機能 

ルーフ。 V について 

②マウス 
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氏 名 

秋 田 恵 一 

網 代 廣 三 

池 田 正 明 

学池 間 泰 子 

学 上 野 陽 子 

常 宇 都 克 裕 

大 股 正 司 

常 岡 林 浩 嗣 

常 小笠原 道 生 

㈲片 岡 陽 平 

常加 藤 史 子 

学 川 辺 祥 子 

岸 昌 生 

学北 沢 千 里 

北 島 健 二 

学北 出 幸 応 

連 絡 先 

東京医科歯科大学医学部第二解剖 

〒Ⅱ 3 文京区湯島 l-5-45 
03-5803-5l46 ⑧ 03-5803-0llB 

k.akita.ana28lned.tBd.ac.jp 
愛知県がんセンター 研究所 

〒 484 名古屋市千種区鹿子殿 l-l 
052-7B2-6l1l 

埼玉医科大学第一生理 

〒 350-0 。 f 埼玉県入間郡毛呂山町君 呂 本郷 

  0492-76-1150 

mikedaBsaitama-me 』．． ac.jP 

熊本大学理学部生物科学科 
〒 8B0 熊本市黒髪 2 つ ㌻ l 

098-342-3429 
yasuko8aster.sci.kumamoto-u.ac.jp 

東京都立大学大学院理学部生物学科発生 
プロバラム研究室 〒 薦 ?.-03 八王子市南 

大沢 l-l 

0428-77-2573 Ⅲ 0426-77-2559 

九州大学理学部生物学教室 
〒 8l2-8l 福岡市東区箱 崎 6-l0-l 
092-642-2620 回 092-B42-2645 

kautoscbambox.nc.kyushu-u.ac..lp 

理化学研究所フロンティア 研究推進部 
〒 35l-0l 和光市広沢 2-l 

048-467-9593 

東京大学大学院総合文化研究科広域科学 
浅尾 研 〒 l53 目黒区駒場 3-8-l 

03-5454-6655 

京都大学大学院理学研究科動物学教室分 

子発生研 〒 R0n-l1l 京都市左京区北ロ @ll 

京都大学理学研究科生物物理学教室 竹市 

大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 
生命 誌 研究 館 〒 56 ㌻Ⅱ高槻市柴灯 l-l 

0726-8l-9754 皿 0728-8l-9757 

㎡ k0 ． Kat0oims.brh.co.jp 

三菱化学生命科学研究所バループ Z 

一 l94  m 下田市南大谷Ⅱ 

0i27-2%6285 回 0427-2 仁 83 帖 

wab ㏄ libra.ls.m-kagaku.c0 ． jp 

雪印乳業㈱受精卵移植研究所 
一 05 ㌻は苫小牧市 柚苗 ll9 

0l44-58-2339 目 0l%-58-2928 

東京大学大学院理学系研究科 

三菱化学生命科学研究所バループ V 

〒Ⅳ 4 町田市南大谷Ⅱ 

0427-2%B2B7 %0427-24-634 

東海大学海洋学部海洋科学科嵯峨研究室 

〒 424 清水市折戸 3-20-l 
OR43-3 仁 04ll 
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黒 谷 

学 越 田 

  

学 後 藤 

常 坂 本 

噴は臆ォキ 

佐 藤 

常 澤 田 

常 霊 鳥 

白 井 

学 新 屋 

鈴 木 

鈴 木 

  

麻 美 

明 美 

澄 入 

府 己大 

友 二 
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キ
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い
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秀
 

了
 

啓
 

 
 

 
 

太
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全
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〒 227 横浜市青葉区千草白杜 ln 藤   045 冊 73-7l75 

xllaf@y.erato..rst.Eo..ip 

文部省宇宙科学研究所宇宙基地利用研究 

センター 〒 2.2.a  相模原市古野合 

3-1-1 80427-51-3911 

名古屋大学理学部分子生物学科第五講座 

〒 m6-ml 名古屋市千種区不老 W 
OR2-759-2997 

f960308d8eds.ecip.naeoya-u.ac. 睡 

自治医科大学生物学教室 
〒 329-0& 栃木県河内郡南河内町薬師寺 
3311-1 S0285-44-2111 

北海道大学大学院地球環境科学研究科 生 

態 環境科学専攻生態遺伝学講座 

〒 Oeo  札幌市北区北 ln 条西 8 丁目 
0ll-706-3588 

eoto8eesbio.hokudai.ac.jp 

東京医科歯科大学歯学部口腔病理 
〒 ll3  文京区湯島 l-5-4.5 

03-5803-R453 

国立遺伝学研究所哺乳動物 
〒 何 @  三島市谷田 llll 

nSRg9-8l,-B8 皿 皿 0559-8l-68l7 

〒 巧 8 世田谷区等々 力 R-2 仁 5 

03-3702-8705 

名古屋大学理学部分子生物学科第五講座 

三重大学教育学研究科生物学教室後藤 研 

s@mo 士 cori((ierl り ． nlie-u. れ c. う P 
大阪大学微生物 病 研究所難治疾患バイオ 

分析部門遺伝子疾患分野 〒 5 ㏄ 吹田 

市山田 丘 3-l 
%OB-879-83?. 「 ;  皿 OB-879-832B 

mshira@8biken.osaka-u.ac.jp 

  
名古屋大学理学部分子生命学科 
〒㏄ ト 0l 名古屋市千種区不老町 

水産庁養殖研究所栄養代謝部 

千葉大学医学部第二解剖 



  

宋 

高 橋 

常 武 居 

  
常 塚 本 

寺 岡 

  

学 中 村 

南 部 

㈲二階堂 

常西 @ @l 奇 

西 原 

学 野 村   

学 橋 本 

野 彦 

石 原 

  

破 鍋 

弓ム ホ 壺 す 

明 男 

彦 克 

康 浩 

広 樹 

芳 郎 

曲 私 己 

  

昌 孝 

有利子 

尭 成 

真 

和 枝 

百ム 一 

朋 子 

  
〒 冊 5 名古屋市天白区 原 2-508 リハ 
一 サイドヒルズ in6 

nS2 Ⅱ f08- に 田 

京都大学大学院理学研究科動物学教室生 

物分子発生学研究室 〒 606  京都市左 

京区北自 川 追分町 

takesue@b@io-mathIo@ ． biology ． kyushu-u ． ac 

JP 

大阪大学医学部附属バイオメディ ヵル 教 

育研究センター 神経機能解剖 

〒㏄ 5 吹田市山田 丘 ?.-? 

酪農学園大学獣医学部毒性学教室 

〒 069 江別市文京 台 緑町 582-l 
0ll-38 色Ⅱ M 

干葉大学医学部第二解剖 

〒 280 干葉市中央区 亥鼻 l-8-l 
0 ㎎ -222-7l7l 
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産業医科大学産業保健学部第一生体情報 

学 〒 807 北九州市八幡西区医生 ケ丘 

  093-691-7227 

zf-nalllbu0health.uoeh-u.ac.jp 

〒 蛉 6 名古屋市昭和区川名山 mT 5l-l 

大阪大学 み W 畑生体工学センター 

〒 5B5 吹田市山田 丘 l-3 
0B-879-7964 皿 06-877-l738 

i6459la8center.osaka-u.ac.jp 

東京大学医学部口腔覚科学教室 

〒Ⅱ 3 文京 区 本郷 7-3-l 
窩 n3-38l か目Ⅱ 

名古屋大学理学部生命理学科 

〒 464-0l 名古屋市千種区不老町 
OR2-789-298l 

nonluraBbio.naroya-u.ac..ip 

名古屋大学理学部生命理学研究科 

農林水産省家畜衛生試験場免疫 吝 m 胞 研究 

c/o D ト ． D.Herz@imger, DepL.0f 

Physi0l0gy, Co Ⅱ nel@ Univ.0f M 田 ical 

Colle ㏄， l300 V0rk Ave., New V0rk, 

NV lo02l 。 U.S.A. 

筏 2 は -7 帖 田 377 
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学
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晃 久 

人 車 

眞 貝子 

和 俗 

泰 則 

千 秋 

  

敏 郎 

克 将 

雅 俗 

    

雅 称 

茂 樹 

朋 美 

英 明 

博 之 

連 絡 先 

三菱化学生命科学研究所バループ Z 

〒 @94  町田市南大谷Ⅱ 
0427-2i-82B5 %0427-24-83l6 

Jlmot ㏄ libra.ls.m-kagaku.co.jp 
東京都老人総合研究所生体情報部門 

一 l73  板橋区栄町 35-2 

03-39B4-32 何 回 03-3579-4776 

干葉大学医学部第二解剖 

京都大学大学院理学研究科動物学教室 

一 606-0l 京都市左京区北自 川 追分町 

075-753-4l02 皿 075-705-lll3 

名古屋大学大学院理学研究科生命理学 

理化学研究所細胞生理学研究室 

北海道大学大学院理学研究科生物科学専 
攻生体情報分子学講座 2  〒 Oeo  札幌 

北海道大学大学院理学研究科生物科学 

〒 060  札幌市北区北 ln 条西 R 丁目 
0ll-706-3522 皿 0ll--70B-3522 

tlllikami8bio.hokudai.ac.jp 

国立遺伝学研究所 無セゲソィ 動物保存研 

究室 〒 4 Ⅱ 三島市谷田 l11l 
0559-8l-5825  皿 0559-8l-1-6825 

yyae@ 田 ab.n ㎏． ac. 沖 

北海道大学理学研究科生物科学 
〒 060  札幌市北区北 l0 条 西 8 丁目 

01-7l6-2lll 

eutiQbio.hokudai.ac.jp 

〒 753  山口市大字平井 580-l0  詞花 

  0839-28-8230 

名古屋大学理学部生命理学 

〒 4f84-nl 名古屋市千種区不老町 
052-789-2997 

f933455dSeds.ecip.naeoya-u.ac.jp 

千葉大学医学部解剖学第二講座 

〒 ?.880  千葉市中央区 亥鼻 l-8-l 
%043-228-20l9 

東北大学加齢医学研究所分子発生研究 分 
野 〒 980-77 仙台市青葉区皇陵 町妊 l 
022-7l7-8486 ③ 022-7l7-8488 

tyosh 側 idac.tohoku.ac.jp 

熊本大学理学部生物科学科 

Dept ， of@ Cell@ &@ Structural@ Biology   
Univ ・ of@ 111 inois@ at 

Urbana-Champaign   601 S ． Good*in 

          Urbana   1. ㎝ 80l               
217-241-8963 

kose@life ・ uiuc ・ edu 
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秋
舟
 
岸 昌生 

嵯峨 弁 知子 

㈲北沢千里 

㈲後藤友二 

㈲澤田篤志 

( 字 @ 握 みのり 

㈱越田濫入 

㈱橋本和枝 

㈲片岡陽平 

㈲加藤史子 

産業医科大学産業保健 

学部第一生体情報学 

名古屋大学理学部生命 

理学 

農林水産省家畜衛生試 

験場免疫細胞研究室 

大阪大学微生物柄研究 

所難治疾患バイオ 分析 

部門遺伝子疾患分野 

東京医科歯科大学医学 

部第 _ 解剖 

東京都老人総合研究所 

生体情報部門 

雪印乳業㈱受精卵移植 

研究所 
国立遺伝学研究所哺乳 

動物 

東京大学大学院理学系 

研究科 

北海道大学大学院地球 

環境科学研究科生態環 

境科学専攻生態遺伝学 

講座 

名古屋大学理学部分子 

生物学科第五講座 

名古屋大学理学部分子 

生物学科 

名古屋大学理学部分子 

生物学科第五講座 

名古屋大学理学部生命 

理学研究科 

京都大学理学研究科生 

物物理学教室 竹市 研究 

室 

誌 研究 館 

〒 807 北九州市八幡西区 

医生 ケ丘 1 一 1 

〒 464-01 名古屋市千種区 

不老町 

〒 305  つくば市観音 台 

3 一 1 一 1 

〒 158  世田谷区等々 カ 6 一 

24 一 5 

〒 565  吹田市山田 丘 3 一 1 
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〒 059-13 苫小牧市稲苗 119 

〒 411  三島市谷田 1111 

〒 113  文京区本郷 7 一 3 一 1 
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〒 464-01 名古屋市千種区 

不老町 

〒 464-01 名古屋市千種区 

不老町 

〒 464-01 名古屋市千種区 

不老町 

〒 464-01  名古屋市千種区 

不老町 
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〒 569-11 高槻市柴灯 1 一 Ⅰ 

①アルテミア 発生と 糖 代謝 

②アルテ ミア 

① 肢芽 パターン形成における 

Hox-" Abd-B 遺伝子群の機能 

②ニワトリ、 マウス 

①家畜の血球細胞の 分化・増殖 

②ウシ、 ニワトリ 

①アポト一シス、 歯牙の発生 

②マウス歯 腔 

①個体発生時における 遺伝子制 

御機構の解明 
②マウス 

① 肢芽の パターン形成 

②ニワトリ 

①動物の固体発生における 細胞 

表面模 糖 鎖の果たす機能 

②マウス 

①哺乳類の発生について 

①形態形成遺伝子 

②マウス 

①ウニ初期 胚に 対するⅡの影響 

② バ フンウニ、 ハス / ハカ シパ 

ン、 ヨツ アナ カ シパン等 

①マウス初期 胚 発生における 母 

由来過剰 X 染色体の影響 

② Mus museumus domesticus 

①形態発生 
②ゼブラフィッシュ 

①発生 
②ゼブラフィッシュ 

①初期 歴 における形態形成の 分 

子メカニズム 

②ゼブラフィッシュ 

①胚芽パターン 形成における 

Hox-0 Abd-B 遺伝子群の機能 

②ニワトリ 

①分子発生学 

② Drosophlla mne@anogaster 

形
成
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㈱池間泰子 

㈲渡辺英明 

㈲三上敏郎 

㈲西崎有利子 

㈲田渕克彦 

㈲小笠原道生 

㈲上野陽子 

㈲武居明男 

㈲箱 鳥人宿 

㈲宇都 克裕 

㈲木戸麻美 

㈱坂本 啓 

㈲山口雅俗 

野村 真 

㈲中村由紀 

熊本大学理学部生物科 
学科 

熊本大学理学部生物科 
学科 

北海道大学大学院理学 

研究科生物科学 

大阪大学細胞生体工学 

センター 

大阪大学医学部附属バ 

イオメディカル 教育研 

究センター神経機能解 

剖 

京都大学大学院理学研 

究科動物学教室分子発 

生研 

東京都立大学大学院理 

学部生物学科発生プロ 

グラム研究室 

九州大学理学部生物学 

教室 

三重大学教育学研究科 

生物学教室後藤研究室 
九州大学理学部生物学 

教室 

お茶の水女子大学理学 

部生物学科 

東京医科歯科大学歯学 

部口腔病理 

北海道大学理学研究科 
生物科学 

名古屋大学理学部生命 
理学科 

大阪大学医学部附属バ 

イオメディカルセンタ 

ー高次神経医学部門神 

経機能解剖 
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〒 860  熊本市黒髪 

2-Wg 一工 

〒 060  札幌市北区北 10 条 

西 8 丁目 

〒 R6R  吹田市山田 丘 3 一 1 

〒 565  吹田市山田 丘 2 一 2 
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〒 192-03 八王子市南大沢 

1 一 1 

〒 812-81 福岡市東区箱 崎 

6 一 10 一 1 

〒 514  津市上浜町 15lR 

〒 812-81 福岡市東区箱 崎 

6 一 10 一 1 

〒 112  文京区大塚 2 一 1 一 1 

〒 1 Ⅰ 3 文京区湯島 

Ⅰ --5 一 45 

〒 060 札幌市北区北 10 条 

西 8 丁目 

〒 4 ㎝ -01 名古屋市千種区 

不老町 

〒 565 吹田市 m 円丘 2 一 2 

①アフリカツメガエルにおける 

減数分裂開始に 体なって発現 

する分子の検索 
② Xenopus Laevi 

①精子形成細胞の 形態変化 
② XeIlopus Laevis 

①可溶性型バアニル 酸シクラー 

ゼの発現調節解析 

②メダカ 

①転写因子 HNF3 月の発現調 

節メカニズム 

②マウス 

①神経の発生、 分化を制御する 

因子の単離と 解析 

② Drosophila 

①肉柱、 鰹裂 きつうじてみた 青 

素動物の起源と 進化の分子系 

統発生学的解析 

②マボヤ、 カタ ユウ レイボ ヤ 

①ホヤのホメオボックス 遺伝子 

①数理生物学 

①毛顎動物の 発生現象 
②カエデイソカム シ 

①即成熟機構の 解析 
②アフリカツメガエル 

①ショウジョウバエの 性行動に 

関わる脳内構造の 解析 

②ショウジョウバエ 

①神経発生 

② トリ 

①両生類の変態 

② エゾ サンショウウオ 

①神経発生生物学 

②ニワトリ 

①神経発生生物学 

②マウス 
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く 会 員 資格，、 ・ 変 更ノ 

学生 づ 正会員 

末松 直也 聖マリアンナ 医科大学生化学教室 

葉山 康一 北海道大学理学部動物学教室 

鹿 一博 科学技術 振 

土居バイオアシンメトリプロジェクト 

嶋田 新 農林水産省農業生物資源研究所 

遺伝資源第二部動物保存研究チーム 

白崎 南一 大阪大学基礎工学部生物工学科 

大久保 悌 Univ.ofCa Ⅱ わ rnia,SanFrancisc0 ， LPPI 

国内 ト 海外 

石原 朋子 

刀祢 重信 

清水 克彦 

中山 広樹 

松村 清隆 

Ⅲ 瀬栄 八郎 

大久保 悌 

海外 つ 国内 

広海 健 

復活 

井上 高良 

滝沢 聡 

亀山 俊樹 

c/o@Dr ， D@Herzlimger ， Dept ， of@Physi   l   gy ， 

Cornell@Univ ・ of@Medical@College 

c/o@Prof ． Earnshaw,@Inst ， of@Cell@&@Molecular 

Biology ， Univ ， of@Edinburgh 

Dept ， of@Molecular,@C0lu@   r@&@D0v0opmental 

Biology ， Marine@Science@Inst ． 

Samuel@ Lunenfeld@Res ． Inst ． (Room@880) ， 

Mount@Sinai@Hosp ・ 

The@Marine@Biological@Association@of@the@United 

Kingdom ， The@Laboratory 

Dept ， Obstetrics ， Gynecology@&@Reproductive 

Science,Univ.ofCalifc@ ・ nia 

Univ ， of@California@San@Francisco ， LPPI 

国立遺伝学研究所 

京都大学理学部生物物理学教室 

東京工業大学生命理工学部生命理学科 

分子発生学講座 

名古屋大学理学部生物学教室神経生物学講座 

〒 216  Jl@ 市宮双区 菅生 2 一 lf 一 l 

〒 0f60  札幌市北 M 北 l0 条 西 8 丁目 

〒 300-26  つくば市東光白 5 一 9 一 4 

筑波研究コンソーシアム 

〒 30.5  つくば市観音白 2 一 1 一 2 

〒 560  豊中市待兼 m  町 1 一 3 

40lParnassasAve.,SanFrancisco, 

CA  g4143-0984,U.S.A 

1300@York@Ave ，， New@York ， NY@10021 ， U ． S ， A 

Mayfield@Rd ・ ， Edinburgh@EH9@3JR ， 

Scotlaland,U.K   

Univ ， of@California ， Santa@Barbara ， 

CAg3106,U.S.A 

600@Univ ． Ave ． ， Toronto ， Ontario 

M5G@1X5 ， Canada 

Cita 「 de@H Ⅲ， Plymouth,PLl2PB,U.K   

SanFrancisco,CA  g4143-0556.U.S.A 

401@Parnassas@Ave ．， San@Francisco ， 

CA  g4143-0984,U.S.A 

〒 411  三島市谷田Ⅰ 111 

〒㏄ 6-01  京都市左京区北白川追分町 

〒 226  横浜市緑区長津田町 42f59 

〒 464-01 名古屋市千種区不老町 

一 19 一 



く 住所変更 ノ 

所属機関変更 

江口 吾朗 熊本大学 〒 860 

真崎 雄一 京都大学ウイルス 研究所 〒 606- 

% 安野 朗 月日プロジェクト 〒 600 

嶋田 新 農林水産省農業生物資源研究所 〒 305 

遺伝資源第二部動物保存研究チーム 

野呂 知 巾子 農林水産省蚕糸・ 昆虫農業技術研究所 〒 305 

遺伝育種部発生分化研究室 

末盛 博文 明治乳業ヘルスサイエンス 研究所 〒 250 

生体「シバナル 伝達」プロジェクト 

野口 茂 明治乳業ヘルスサイエンス 研究所 〒 250 

生体「シバナル 伝達」プロジェクト 

所在地変更 

大原たか タ a  ㈱アールテック・ウエ / 〒 103 

安本 茂 神奈川県立がんセンター 研究所分子腫瘍 〒 241 

金谷 一同 日本抗体研究所 〒 370 

清水 健 国立国際医療センター 研究所 〒 162 

感染熱帯病研究部細菌感染研究室 

上田 均 国立遺伝学研究所形質遺伝研究部門 〒 411 

大滝 哲也 二松学舎大学 沼 南枝 〒 277 

く 退会 ノ 

大西 英爾 久住 守 倉本 満 小嶋 学 

別所 期 房 細川 l 和子 堀内 四郎 鈴木 えみ子 

田辺 力 山田 俊平 鈴木 浩文 杉岡 美保 

荘司 聡子 m 形 達也 東海林隆次郎 小池 敏 

三木 俊彦 畑田 出穂 五島 忠 篤 

熊本市黒髪 2 一 39 一 1 

01 京都市左京区聖護院川原町 

京都市下京区中堂 守 南町 17 

京都リサーチパーク 内 

つくば市観音白 2 一 1 一 2 

つくば市大わし 1 一 2 

小田原市成田 540 

小田原市成田 540 

中央区日本橋本町 2 一 5 一 5 

上野製薬ビル 2 F 

横浜市旭区中尾 1 一 1 一 2 

高崎市西横手 351 

新宿区月山 1 一 21 一 1 

三島市谷田 1111 

干葉県東葛飾郡沼南町大井 2590 

島倉草次郎 鈴木 昭恵 

小林 耳目き 三上かおり 

荒井 俊光 平田 丞 

東遊 車史 前田ひとみ 

一 20 



研究者のニーズにハートで 応える 

" 細胞分別 " ナイロンメッシュ 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 津蕃 

先端テクノロジーをサポートする 

へ リックス研究所 

ヘルスサ ィェ ンス研究所 

試薬及び理化学機器販売の 

技術と信頼でライフサイエンスの 明日を担う 和 

〒Ⅰ 01 

〒 113 

〒 210 

〒 569 

〒 113 

〒 292 

〒Ⅰ 94 

〒 250 

〒 463 

〒 606 

千代田区鍛冶町 1 一 8 一 6 神田 K  S  ビル 

T  E  L  03 一 5256 一 1051 

文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

T  E  L  03 一 3813 一 1073 

川崎市幸区塚越 2 円 60 

T  E  L  044 一 533 一 0470 

高槻市柴灯 1 一 1 

T  E  L  0726 一 81 一 9750 

文京区本郷 ト 17 一 8 鈴木ビル 

T  E  L  03 一 3814 一 2066 

千葉県木更津市天部 1532 ゴ 

T  E  L  0438 一 52 一 3951 

町田市南大谷 11 

T  E  L  0427 一 24 一 6226 

小田原市成田 540 

T  E  L  0465 一 37 一 3661 

名古屋市守山図九 卿 2 一 107 

T  E  L  052 一 798 一 6151 

京都市左京区北白川 @ 伊織 町 25 

T  E  L  075 一 721 一 8111 

一 21 一 



本 

同封の「申し 込み 票 」および「会員 ヵ一ド 」に必要事項を 御記人の上、 日本学会事務センター 宛お 届け下さ 

レ   0 

ご 参考までに学会事業の 内容をお知らせ 致します。 

a) 学会誌の刊行 

Development,C Ⅰ 0wth & Dlffe ・ Ⅰ entlatlon ・ ・ 

年 1 巻、 6 冊刊行 

b) 年 1 回、 研究発表のほか、 招待講演、 シンポジウムなどがあ り   また、 会則に 26 総会が開かれ 

ます。 大会講演要旨 集が 予め全会員に 配布されます。 

c) インフォメーション・サーキュラ 一 

大会の予告、 予算案、 決算、 運営委員会の 報告など、 学会の事業の 連絡やその他会員の 消息、 関 

遊学会の動きなどを 登載したサーキュラ ーが 年 3-4 回配布されます 

d) 和文単行書の 編集 

学会内の委員会の 企画により、 単行書を編集し 刊行しています。 会員は ( 刊行後一定期間に 限り ) 

割引価格で購入できます。 既刊 分は 「発生における 制御」「初期発生における 細胞」「エイジンバ 

の 生物学」「動物の 器官形成」「受精の 生物学」「変態の 生物学」「発生における 分子識別」です。 

なお、 会費は前納 制 です。 前年度末までに、 次年度の会費をご 納入下さい。 

会費、 発送 物 、 入退会、 住所変更に関する 問い合わせ先は 

〒 113 東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 学会センター C2I 

( 財 ) 日本学会事務センタ 一 日本発生生物学会 係 

TE L03 一 5814 一 5810 

学生の方は、 学生誕 の コピーを添付して、 お申込み下さい。 

なお学生資格は、 学部学生、 大学院生、 及び大学、 研究所等で、 学生 証 あ るいはそれに 準ずる証明書を 有 

する学生、 研究生等です。 

--------------------wm------- 切 り 取 り 線 ------mn-----w--h--- 一 

@  年 月 山 

氏名 

研究主題 ( もしくは関心のあ るテーマ ) 

研究材料・毛仔 口名 ・学名など ) 

氏名ローマ字綴り 
( フル・ネーム ) 

所属機関君とその 所在地 

( 電話 内線 )  く一 T   

( フアックス ) 
e メールアドレス 

上記以外に連絡を 希望される場合の 連絡場所 
( 自宅の場合は 自と記入のこと ) 

( 一 T   

  会への要望 

一 22 一 



(1) 会員カードの 記入要領 

1. 会員カードはすべてコンピュータ 一に記憶させますので 偕書 ではっきり記入して 

下さい。 また指定箇所には、 「フリガナ」または「ローマ 字」で記入して 下さい。 

2, 氏名は点線の 左側に 姓 、 右側に名を記入して 下さい。 

3. 郵便番号 は 所定の欄に記入して 下さい。 

    所属機関の名称は 原則として、 大学の場合には 学部   学科まで、 会社等の場合に 

は 部 ・ 課 までを記入して 下さい。 

5. 学歴は最終卒業学校名、 卒業 年 ( 西暦 ) を記入して下さい。 

修士・博士課程在学中の 方は研究科、 課程まで、 学部在学中の 方は在学学校名、 

在学学年を記入して 下さい。 

6. 性別・専門・ 連絡先 (= 会話 等 送付売 ) . 会員種別については、 該当するものを 

0 でかこんで下さい。 

7. 不会の会計年度は、 1 月一 12 月です。 入会年度を所定の 欄に必ず記入して 下さい。 

8. 木印の欄には 記入しないで 下さい。 

(D) 会費の送金方法について 

1. 会員カードを 返送していただいてから 1 か 月以内に請求書を 発行しますので 最寄 

りの郵便局または 銀行よりお振り 込み下さい。 

( 注 ) 現住所、 所属機関等、 会員カードの 記載事項に変更があ った場合はただちに、 書 

面 でご連絡下さい。 

入会申込書は 必ず ご 返送下さい。 

財団法人 日本学会事務センター 

日本発生生物学会会員 係 

〒 133  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

学会センター C  2l 

T  E  L03 一 5814 一 5810 

一 z3 一 



費 し ¥ 

日本発生生物学会 

会長 岡田祐吉 

近年，ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が 払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ，日本を主に ，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,200 名を結集しております ，発生学は，言うまでもなく 医学・農学等の 

諸分野とも深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は ，これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

話 "Development, Growth and D@e,entiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜ります よう 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され， 本 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 浅島誠 ) 

一 153  東京都目黒区駒場 3  一 8  一 1 

東京大学大学院総合文化研究科生命環境系 ( 生物 ) 

TEL  (03)5454-6632( 直通 @  FAX  (03)3485-2904 

                                                                                                            初 ---.-- り ------ 同文 -----. り             線                                                                                                             

入 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 

24 一 



い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1,200 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Differentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回 発行し，国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラ ーな 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご協 ， 力 頂きます よ うお願い致します。 

広 料 

DGD 本誌 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78,000 円 

インフオメーション 1 頁 年 3 回 90,000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45,000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実質をいただきます。 裏 表紙 は 1 頁 10.000 円高となります   

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 浅島誠 ) 

予 153  東京都目黒区駒場 3 一 8 一 1 

東京大学大学院総合文化研究科生命環境系 ( 生物 ) 

TEL(03)5454-6632 直通 ) FAX(03)3485 2904     
年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 DGD 本誌 l 頁 

口   半 頁 

ロ サーキュラ 一 1 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 

25 



AmenlenCe のヤマト l@ ぎ 

クコ コ メタン、 ベンゼン等の 流出を低く抑え 

ており、 ロータリーエバポレータ 一の減圧 装 

置 として排水基準をクリアできます。 

韓 l 台で % 台 の ロータリー エ バポレータ一に 接 

続 できます   
6 真空調節 器 ( 標準 外 ) の 使用により吸引条件を 

制御できロータリーエ パ ポ リ - タ 一の回収 フ 

ラスコへの回収率がアップします。 

接 特定フロン対応冷凍機を 搭載しています   

棚 主な仕様 

使用温度範囲 一 仙一十 3 丁 cc 

温度調節 器 デジタル温度調節 器 

外形寸法 幅 3B4X 奥行 494x 高さ @ 山ロ 7mm 

機 媒 
  
億 @@ 

応 た一 一 フア / 

口口 

本社 : 〒 l03 東京都中央区日本橋本町 = 丁目 l 番 6 号 

丁日」 (D3 泊㌔ l-l 旧日 

一 26 一 



  
用言 

便 

可能で，細胞の 移動や増殖のモニタリンクに 大きな威力を 発揮します。 

従来 "Cr 等を用いて行われていた LAKMl@ln 包のモニタリンクや NK@ 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます   

ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 ずは in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタリンバが 可能です・ 

Tum  or  Loca Ⅱ zation  of  PKH26  Labeled 

TILs. 

マウス肺癌 甜億俄に没 潤している， PKH26 て。 

染色した IL-2 姓坤 リンパ球が観察されます ， 

Photo@ Courtesy@ of 

Drs ， Per@ Basse@ &@ Rona   d@ H ， G0   dfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 
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業の バイオハザード 対応グロースキャ 

の影響を受けずに、 圧力 

ョ ントロールシステムで 内を陰圧に 

持します。 また、 ョ ンパクトで高性能なフィル 

への空気流による タ 

能をプラスして、 高精度な 温 。 ぅ 

札幌 0i Ⅱ 722)52 Ⅱ 東北 022(225)750l 大阪 06(263)637l 九州 092(43i)0838 筑波 0298(5i)23il 沖縄 098(86l 片 805 
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解析 
TM 

G 

  業 。 j  医   
  

丁丁 

@% 、 一 フ l 

動 き 定 

低率解析および 核酸の己 列 解析 行え 

る、 初めての 動 システムです。 

ポリマー自動充填 
姦 使いやすく、 データの再現性が 抜群 

⑮特許の多色蛍光標識 法 により、 シンクルキヤ ピラリ に よ 

る 解析を実現 

趣 フラバメント 解析では、 多様なアプリケーションに 対応し   

泳動時間も約 ?n-&.W 分 と大幅に短縮 
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 本 社 婁 〒 279 千葉県浦安市美浜 @9 イ   

名古屋 鍵 〒 464 愛知県名古屋市千種区池下町 2 目 5   
大 阪 描 〒 564 大阪府吹田市豊津町 5 円 06@ (389) 1201/FAX06@ (389)1206 

福 岡 琢 〒 8l0 福岡県福岡市中央区赤坂 @l6 Ⅱ 0   
一 29 一 





  

あ なたが評価するのほ 柔軟な対応 

力 ですか ? それとも最高のテクノ 

コジ 一でしょうか ? 

は M5l0 は、 その全てを備えてい 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換 容 

男な スキャニンバモジュール な ど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ ります。 

斬新 ス 串ゃ ニン 要 新しい㏄ 鷲轟準 像 
極めてユニークなスキャニンバ 法 蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

を 採用、 スキャニンバエリアの 設 ルぼ コンピコータコントロールさ 

定も自由自在。 従って、 思いのま れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

まの不定形のスキャンが 可能です。 細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま をぼじめとして、 積算、 オーバワン 

って、 試料情報を余すところなく プリンバ、 フォトンカウンティン グ 

表現します。 など、 」 SM5l0 の諸機能は 、 全て研 

かって、 顕微鏡に抱かれていた 様々 究 者への奉仕にあ りま す 。 

な期待が、 今ここに実現します。 

勧 顕微鏡部 
〒 lf60 東京都新宿区本塩町 22 番地 

03-3355-0332 Fax.03-3358-7554 
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